
11. ゴルフ場開発と野生動物
a::t 本寸 寺告 完全、(信州大学教育学部)

ゴルフ揚といったきわめて人為的な環境造りは、その地績に生息する野生副物

に直接、間接に多大な影響をあたえる。人間生活と野生動物のかかわりについて、

野鳥を例に検討した上で、望ましいゴルフ揚造りとその保護管理のあり方につい

て考えて み た い 。

1 .植被率と生息野鳥の種類数 の 関 係

市街 地で は一 般に 緑地 はき わめて少ないが、そこから寵れ建物がまばらにな

る に つれ公園や農耕地などが多くなり緑地が増加す ei。績被率(経物が地上を

覆う割 合)は、その揚所での人間活動の多さの指標であり、残された自然の指

震 で も ある。 艦被星窓口)とそこでの生息野鳥の種類数(Y) には、

Y =4.1766 + 0.3542 X ー 0.0020 X2 

の関係がある(藤巻 1981)。纏彼率 70%までは、植彼率の指加とともに生息種

歓も培加するが、それ以後は埼加しない。麗数の増加には、草原よりも林の増

加 が より彫響する (図 1.図 2. 表 1) • 

2 .称の面積と生息野鳥の種類歓の関係

とり残された林の面積(X)とそこに生息する野鳥の種数(Y) には、

2.68-0.83 logX Y = 3 + [ 55/ ( 1 + e -. -- -. -- --0" )] 

の関係がある(樋口ほか 1982)。 烏の種類により生息可能な林の広さが異

なる。多数の鳥が生息するためには、広い面積の林が必要 (図 3. 図 4) • 

3 . 人 為環境に適応した烏

都市や農 耕 地 な ど の 人 為 環 境 に適応し、現在大いに栄えている烏たちがいる。

これらの多くは、かつて旅録に細々生息していた烏たち。巌近の野鳥保護思想

の普及、餌付切などによる都市環境への野鳥の進出。都市鳥一一ースズメ、ドパ

ト、キクパト、ヒヨドリ、ハシブトガラスなど。

4 .ゴルフ 揚 に 住 め る 鳥 、 住 め ない烏 (図 5.図 6)• 

住めな い 烏 ー ー ー 普 賢 覧 心 の 強 い鳥、原生状態の林に特殊化した烏

住める烏一一一一疎林の鳥、二次林の鳥、人為環境に適応した鳥

ゴルフ揚は、多種類の野鳥が生息できる可能性を持っている。

5 .烏の住めるゴルフ揚環境造り

( 1) 落 祭 広 葉 樹 株 の 保 護 と 育成 所々に常緑樹を

( 2) 林床の下生え、林緑のゃぶなどの保護と育成

( 3) 巣箱の叡宿、実のなる木を植えるなど

ゴルフ揚内で野鳥の生活が完結できる環境造り。餌、隠れ湯、営巣湯所

の確保。野鳥の笠宮さは、自 然度のパロメータ。
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望ましいゴルフ揚造りの環境アセスと価値観転換の必要性

育成のためのアセ管理、

6 • 

( 1 )設置地織の動物群集の把握と設 E後の保護、

ス の 必 要 性

開発側への潔損保護の義務づり。( 2) 

人為環境のゴルフ拐から自然に近いゴルフ錫への価値観の転換

図 2図 1
植被率と烏の種類数の関係

(旗巻 1981)

( 3) 

旅の割合と草原の割合に関係した
生息野鳥の種類数

烏の置数
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図 4

林の面積増大と各種の出現率
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図 6 鳥の住めるゴルフ揚

烏の住みにくいゴルフ揚
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